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国
跡
を
た
ど
る

③ 

大
洲
市
内
に
は
、
阿
蔵
古
墳
や
恋
木

古
墳
な
ど
い
く
つ
か
の
古
墳
が
あ
り
ま

す。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
古
墳
は
盗
堀

に
あ
っ
た
り
し
て
原
形
を
と
ど
め
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
で
保
存
状
態
が

良
い
の
は
、
新
谷
に
あ
る
塚
穴
古
墳
で

す。
こ
の
古
墳
は
、
新
谷
小
学
校
の
近
く

の
山
の
中
に
あ
り
、
横
穴
式
の
石
室
で
、

古
墳
の
種
類
と
し
て
は
円
墳
に
な
リ
ま

す
。
直
径
約
十
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
二

メ
ー
ト
ル
の
盛
り
土
が
し
て
あ
り
、
石

室
の
長
さ
は
、
約
四
メ
ー
ト
ル
で
、
側

面
の
壁
に
は
、
石
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
の
状
態
か
ら
お
よ
そ
六
世
紀
後
半

の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
奥
壁

が
一
枚
の
大
石
で
作
ら
れ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

(
右
下
の
写
真
は
上
か
ら
、
左
の

写
真
は
正
面
か
ら
撮
映
)
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一
一
月
十
六
日
、
快
晴
の
も
と
、
第
三
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ

ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
も
年
々
増
え
て
き
て
、
今
回
は
約
千
二
百
人
が
、
二

キ
口
、
三
キ
口
、
六
キ
ロ
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
和
や
か
に
、

ま
た
真
剣
に
走
り
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
今
ま
で
で
最
高
の
千

百
七
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ご
の
大
会
は
「
市
民
の
健
康

ο

つ
く
り

の
た
め
に
し
と
昭
和
五
十
九
年
か
ら
実

施
さ
れ
、
年
々
参
加
者
も
増
え
て
い
ま

す
。
過
去
二
回
は
、
雨
に
た
た
ら
れ
ま

し
た
が
、
今
回
は
晴
天
の
中
、
二
歳
か

ら
七
十
九
歳
ま
で
の
人
が
元
気
に
走
り

ま
し
た
。

各
コ

l
ス
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

二
キ
ロ
コ
ー
ス

V

フ
ァ
ミ
リ
ー

①
松
中
秀
夫
②
亀
岡

おおず広報

岳
雄
③
富
田
真
治

V
六
十
歳
以
上
①
山
岡
定
夫
②
大
塚

賓
③
佐
賀
衛
敏

三
キ
口
コ
l
ス

そろってスタート

V
小
学
四
年
男
子
①
増
田
大
介
(
大

成
小
)
②
中
岡
憲
昭
(
大
成
小
)
③
武

島
高
皇
(
菅
田
小
)

V
小
学
四
年
女
子
①
永
田
芳
子
(
蔵

川
小
)
②
松
本
真
由
美
(
平
小
)
③
尾

和
千
枝
美
(
菅
田
小
)

V
小
学
五
年
男
子
①
稲
葉
純
(
新
谷

小
)
②
岡
俊
明
(
平
野
小
)
③
池
野
英

男
(
柳
沢
小
)

V
小
学
五
年
女
子
①
矢
野
純
子
(
菅

田
小
)
②
花
木
理
子
(
大
成
小
)
③
久

保
清
美
(
菅
田
小
)

V
小
学
六
年
男
子
①
松
本
義
文
(
久

米
小
)
②
兵
頭
治
文
(
平
小
)
③
大
田

和
行
(
大
洲
小
)

V
小
学
六
年
女
子
①
白
石
文
枝
(
上

須
戒
小
)
②
青
木
美
穂
(
喜
多
小
)
③

三
瀬
和
子
(
喜
多
小
)

V
中
学
男
子
①
藤
本
格
(
北
中
)
②

山
中
雅
人
(
北
中
)
③
宮
崎
富
男
(
平

野
中
)

V
中
学
女
子
①
松
本
理
恵
(
南
中
)

②
柳
井
か
わ
り
(
北
中
)
③
徳
本
真
由

美
(
新
谷
中
)

力走に観客も拍手

- 2ー

V

一
般
男
子
①
川
上
弘
二
②
久
保
田

徳
光
③
長
田
彦
一

V

一
般
女
子
①
磯
崎
静
②
井
上
美
世

③
清
水
真
由
美

V
高
校
女
子
①
谷
口
章
子
②
山
田
由

美
③
山
田
章
代
(
以
上
帝
京
高
校
)

V
高
校
男
子
①
大
門
啓
紀
(
吉
田
高

校
)
②
宮
崎
進
一
(
大
洲
農
校
)
③
石

家
英
昭
(
大
洲
農
校
)

V

一
般
男
子
①
高
木
金
一
充
②
高
奥
古

利
③
吉
月
栄
敏
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大洲市消防出初め式

、
P 

昭
和
六
十
一
年
大
洲
市
消
防
出
初
め

式
が
、
一
二
月
二
日
に
大
洲
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雪
で
、
緑
地
公
園
か
ら

市
民
会
館
へ
場
所
を
移
動
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を

守
ろ
う
と
い
う
決
意
を
胸
に
約
九
百
人

の
消
防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
大
会
で
は
、
消
防
活
動
に
功
労
の

あ
っ
た
人
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
む
り

で

す

。

(

敬

称

略

)

消
防
庁
長
官
表
彰

{
永
年
勤
続
功
労
章
一
森
利
夫

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
(
団
体
)

{
竿
頭
綬
一
大
洲
市
消
防
団

畿通義

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
(
個
人
)

{
精
績
章
一
新
多
錨
男

{
勤
続
章
一
池
田
利
徳

本
国
一
行

二

百

賢

愛
媛
県
知
事
表
彰

一
功
労
章
一
岩
城
宗
守
中
岡
常
泰

篠
崎
勝
邦
一
二
一
日
r

い

賢

能
…
肝
昭
孝

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

一
功
績
章
一
松
井
義
太
郎

{
勤
続
章
一
二
十
年
以
上
保
積
昭
美

{
勤
続
章
一
十
五
年
以
L
し
中
野
恭

A

郎

武
田
重
光
高
岡
春
夫
沼
田
輝
夫

松

平

忠

山

下

哲

夫

尾

上

義

康

矢
野
秀
征
尾
神
好
一
寄
町
武
司

福
谷
恭
弘
久
保
勝
利
宮
本
憲
一

矢
野
治
夫
域
ノ
戸
忠
白
石
川
宋
勇

一
勤
続
章
一
十
年
以
上
別
宮
邦
夫

山
本
善
和
久
保
田
頼
推
西
野
洋
一

中

田

稔

山

本

忠

大

谷

重

信

土
居
和
弘
久
保
田
徳
光
加
戸
正
一

谷
岡
哲
行
藤
尾
一
敏
宮
'
本
進

横

久

保

猛

西

岡

宏

二

高

橋

潔

長
見
恒
治
大
塚
之
吉
佐
野
満
寛

増
田
雅
史

一
規
律
章
一
羽
紫
忠
幸

大
洲
市
長
表
彰
松
下
勤
尾
中
異
一

宮
田
和
男
徳
住
健
一
上
甲
俊
行

白

石

英

晴

新

卓

三

松

本

喜

富

白
石
治
郎
大
藤
邦
夫
山
本
忠
雄

佐
々
木
敬
宮
田
和
弘
菊
地
正
夫

木

下

幹

男

藤

田

道

伸

西

村

豊

城
戸
俊
明
山
本
佳
長
松
山
慶
一
志

瀧
木
重
利
中
塚
義
己
谷
岡
庄
一

山
本
喜
代
和
城
戸
哲
雄
村
上
義
昌

吉
元
裕
之
山
路
満
徳
村
本
利
行

西
田
義
信
大
隅
慎
司
後
藤
幸
憲

二
宮
和
恵
大
塚
博
則
都
築
喜
八
郎

高
橋
幸
男
谷
岡
固
定
佐
川
修
一

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

一
規
律
章
一
菊
地
要
井
内
茂
夫

藤
尾
正
照
松
丸
正
幸
矢
野
頴
太
郎

一
勤
続
章
一
白
石
長
幸
岡
田
仁
利

矢

畑

満

芳

大

山

幸

男

二

宮

章

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰

平

田

徹

古

森

町

夫

山

下

高

弘

丸

出

貢

三

中

塚

泰

生

松

野

隆

水
野
重
虞
堀
江
孝
好
中
田
初
男

淳

山

重

利

沖

慶

一

中

野

竹

博

一
品
目
光
美
宮
本
恒
美
泉
川
彰

金

肝

茂

生

菊

地

猛

三

好

久

夫

岩

田

重

栄

東

茂

一

大

下

史

洋

中
野
良
信
冨
永
武
士
山
矢
野
正
鮮

中

野

己

次

山

本

聡

山

中

忠

司

東

隆

雄

森

岡

恵

一

久

保

敏

彦

高

岡

忠

行

池

田

秀

敏

清

水

明

湯
本
忠
弘
佐
々
木
健
森
永
良
蔵

奥
野
良
一
西
本
忠
春
西
田
誠
一

藤
本
甫
久
鳩
岡
清
孝
都
築
士
口
也

芳
我
茂
明
西
川
和
宏
西
山
博
万

愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

一
永
年
勤
続
消
防
団
員
家
族
内
助
の
功

労
者
}
松
井
佳
代
子
橋
本
サ
カ
エ

都
築
富
美
子

大
洲
市
長
感
謝
状

{
消
防
施
設
用
地
無
償
提
供
}

北
内
重
信
泉
川
静
雄
二
宮
勝
永

一一徳白
高 消山石
額 防伊篤
寄 施 佐 良
付- 252 左佳
}上提佐
梅供川
)11 11 栄

成区防 吉
円E 外こ
土也 オて
区槽
部}

落

細
川
横
男

春
の
交
通
安
全
運
動

四
月
六
日
1
十
五
日

今
年
も
四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五

日
ま
で
の
十
日
間
、
春
の
交
通
安
全

運
動
の
期
間
で
す
。

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

『
ゆ
ず
り
あ
い
、
み
ん
な
で
広
げ
る

愛
媛
の
安
全
』
で
す
。

ま
た
重
点
目
標
と
し
て
、

O
シ
l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

O
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

O
二
輪
車
の
無
謀
運
転
の
追
放

の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を
持
っ
て
、

事
故
の
な
い
住
み
良
い
大
洲
市
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

(
写
真
は
二
月
二
十
五
日
、
平
小
で

行
わ
れ
た
母
と
子
の
交
通
安
全
教
室

J
4
 

内
〈
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畜犬登録・狂犬病予防注射日程表
月日場 所!時間

相pt尺相同の目ノ〈ス千亭円1J 1 9:10~ 9:30 

柳沢居場バス停目リ 9 :40~10: 00 

大 洲市農協田処出張所 10:1O~10 :40 

杓D t尺 i車 系各 両斤 南710:50~11:50

4月14日(月) 菅田朝日集会所 13: 1O~13:30
小倉公会堂 13:50~14:10

大竹分校跡 14:20~14:40

宇津集会所 14:50~15:10

菅田連絡所 15:20~16:20

9:00~ 9:30 

9:40~10 :00 

10:20~10:40 

10: 50~11: 50 

13:20~13:40 

14:00~14:20 

14:40~15:00 

15:10~16:10 

トー |蔵川日の平集会所 9:20~ 9:40 
|
|1l 大大1大"U]洲洲市山市川農農 協蔵川出張所円!J 1 9:50~10:30 連絡所 10:50~11:50 

間集会所 :20~13:40

4月16日(水) 協久米事業所前 1143:00~14:30 
i 只越わかば台団地 14:40~15: 10 

大洲市民会館 15:20-~16:30 

新谷中組わ庵前 9:00~ 9:20 

|薄木ユ集会所 9:40~10:00
「喜 多山佐伯商日目1J 110: 1O~ 10: 40 
ト新谷連絡所 1OJ50~11:50

4月17日(木): 肱 Jヒ公民館田口分館 13:1O~13 :40
。 市本分館 13:50~14:20

徳森児童館前 14:30~15 :00 

!~里子動物病院前 15: 1O~16: 1O

打越集会所 9: 1O~ 9:40 

初尾集会所 10:OO~ 10: 30 

f二須成連絡所 10:40~ 11: 40 

4月18日(金)l 多浪集会所 13:20~ 13: 50 
子 成本村集会所 14:1O~ 14: 40 

八多喜連絡所 15:00~16:00

二善峠集会所 9:00~ 9:30 

石仏集会所 9:50~10: 20 

ー弄連絡所 10:40~ 11 : 40 

4 R21 B附 il 肱北公 IE 館五郎分館 13:20~14:10
。 若宮分館 14:20~15:20

， 社会 教 育 セ ン タ ー 15:30~ 16: 30 

昭和61年4月18 
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昭
和
六
十
一
年
度
畜
犬
登
録
、
狂
犬

病
予
防
注
射
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防

の
た
め
、
必
ず
自
分
の
犬
を
連
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

料
金
(
一
匹
に
つ
き
)

畜

犬

登

録

料

二

千

百

円

狂
犬
病
予
防
注
射
二
千
三
百
円

※
当
日
は
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

おおず広報

身体障害者の

軽自動車税を減免

大
洲
市
で
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
人

で
、
ベ
疋
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
軽
白

動
車
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。
該
当
さ

れ
る
人
は
、
お
早
め
に
子
続
き
を
。

対
象
と
な
る
人
身
体
に
障
害
が
あ
る

た
め
歩
行
困
難
な
人
。

十
八
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
、
精
神

薄
弱
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人
。
た
だ

し
程
度
に
よ
っ
て
、
減
免
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
車
業
務
用
で
は
な
い
車

で
、
白
動
車
ま
た
は
軽
自
動
車
な
ど
の

ど
ち
ら
か
一
台
(
市
に
申
請
で
き
る
の

は
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
も
の
)

用
意
す
る
も
の
障
害
者
子
帳
、
印
鑑
、

免
許
証
。
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る

人
が
運
転
す
る
場
合
は
、
福
祉
事
務
所

な
ど
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
四
月
一
日

1
同
月
二
十
日

詳
し
く
は
市
税
務
課
軽
自
動
車
税
係

へo
E
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
3
0

身

体

障

害

者

の

パ
ス
・
電
車
の
運
賃

割
引
証
明
書
を
発
行

昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
、
割
引

方
法
が
改
正
さ
れ
、
新
し
く
割
引
証

明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
は
、
証
明
書
を
提

示
す
る
だ
け
で
、
パ
ス
・
電
車
を
割

引
利
用
で
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書
用
紙
は
福
祉
事
務
所
ま

た
は
各
連
絡
所
に
あ
り
ま
す
。

(
印
鑑
が
必
要
で
す
)

②
写
真
無
帽
の
顔
写
真
で
六
ヵ
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。

(
た
で
二
一
去
、
ょ
こ
二
・
四
七
ち
)

③
申
請
す
る
と
き
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
の
提
出
先

大
洲
市
福
祉
事
務
所
ま
た
は
各
連

絡
所

割
引
証
明
書
の
発
行

割
引
証
明
書
は
、
後
日
直
接
送
付

し
ま
す
。

そ
の
他

旧
割
引
券
は
、
昭
和
六
十
一
年
六

月
三
十
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
が
、

四
月
一
日
以
後
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

4 ~ 

内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
ム
お
問
い
合

わ
せ
は
、
市
福
祉
事
務
所
援
護
係
ま

で
。
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
6



おおず広報

二
月
二
十
七
日
、
市
役
所
大
ホ
ー
ル
で
、

大
洲
市
同
和
教
育
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。行

政
関
係
者
、
教
育
関
係
者
な
ど
約
三
百

人
が
集
ま
り
、
今
後
の
同
和
教
育
を
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
か
を
研
究
し
ま
し
た
。

消
防
設
備
士
試
験
を
実
施

(
財
)
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛

媛
県
支
部
一
T
7
9
0

松
山
市
三
番

町
三
丁
目
四
!
二

O

宮
0
8
9
9
@
8
8
0
8
ま
で
。

昭
和
六
十
一
年
六
月
八
日

昭和61年 4月1日

甲
種
、
乙
種
の
試
験
を
六
月
八
日
に

愛
媛
大
学
で
行
い
ま
す
。

受
験
願
書
の
受
け
付
け
は
、
四
月
二

十
二
日
か
ら
四
月
二
十
八
日
ま
で
で
、

願
書
は
県
地
方
局
県
民
生
活
課
、
ま
た

は
県
内
各
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

昭
和
六
十
一
年
六
月
二
十
日
か
ら
八

月
十
九
日
ま
で
、
船
舶
職
員
養
成
講
習

会
が
次
の
よ
う
に
聞
か
れ
ま
す
。

船
舶
職
員
養
成

講
習
会
を
開
催

大
洲
市
で
は
、
差
別
を
な
く
す
る
た

4

め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
同
和
教
一
日

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
完
全
一

に
同
和
問
題
の
認
識
理
解
が
で
き
た
日

と
は
い
え
な
い
よ

7
で

す

。

戸

来
年
度
は
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
わ

法
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
一
日
常
生
活
の
か
な
り
の
時
間
を
職
場

前
に
今
ま
で
の
同
和
教
育
の
在
り
方
を
一
で
過
ご
す
人
が
多
い
わ
け
で
す
が
、
そ

振
り
返
り
、
今
後
の
同
和
教
育
基
本
理
一
れ
だ
け
に
職
場
の
あ
り
方
が
家
庭
や
地

念
を
明
確
に
す
る
た
め
、
同
和
教
育
研
一
域
社
会
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

究

大

会

が

聞

か

れ

ま

し

た

。

一

に

な

り

ま

す

。

「
す
べ
て
の
市
民
が
取
り
組
む
地
域
一
特
に
若
い
人
や
部
会
の
人
は
、
地
域

ぐ
る
み
の
同
和
教
育
を
推
進
し
よ
う
』
，
社
会
で
の
つ
な
が
り
が
薄
い
と
い
わ
れ

の
研
究
王
題
の
も
と
、
五
つ
の
分
科
会
，
る
だ
け
に
、
職
場
を
通
じ
て
の
交
友
関

(
就
学
前
分
科
会
、
学
校
分
科
会
、
社
一
係
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
る

会
教
育
分
科
会
第
一
、
第
二
、
行
政
分
一
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

科
会
)
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
も
と
一
今
日
、
社
会
情
勢
の
急
速
な
進
歩
に

に
熱
心
に
協
議
し
ま
し
た
。
一
対
応
し
て
、
生
涯
教
育
の
必
要
性
が
叫

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
市
同
和
教
育
内
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
職
場
で
の

協
議
会
副
会
長
、
佐
々
木
滝
雄
さ
ん
が
一
教
育
活
動
ご
そ
大
き
く
望
ま
れ
て
い
る

「
明
日
か
ら
と
言
わ
ず
、

A
7

こ
の
時
か
一
こ
と
と
い
え
ま
す
。
と
り
わ
け
、
同
和

ら
同
和
教
育
を
推
進
し
て
ゆ
こ
う
L

と
一
問
題
な
ど
人
権
問
題
の
認
識
は
、
頭
で

関
係
者
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
一
日
理
解
す
る
こ
と
よ
り
も
、
現
実
に
人
間

?
?
3
3
3
3
I
I
I
-
J
J
?
?
?
1
1
4
関
係
の
な
か
で
、
確
か
め
ら
れ
納
得
し

受
付
期
間
昭
和
六
十
一
年
三
月
一
口
一
て
い
く
こ
と
が
多
い
要
素
を
も
っ
て
い

か

ら

六

月

十

日

ま

で

。

一

る

だ

け

に

、

身

近

な

職

場

の

人

と

の

接

国
家
試
験
昭
和
六
十
一
年
八
月
二
十
日
一
触
、
対
話
の
あ
り
方
に
大
き
な
か
か
わ

講

習

科

目

と

人

数

一

り

を

も

っ

て

き

ま

す

。

四

級

海

技

士

航

海

科

十

名

一

そ

し

で

、

そ

こ

で

培

わ

れ

た

姿

勢

が

機

関

科

十

名

一

家

庭

や

地

域

社

会

に

及

ぼ

す

こ

と

も

多

五
級
海
技
士
航
海
科
三
十
名
一
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
お
互
い
が
侍

機
関
科
三
十
名
一
っ
て
い
る
家
庭
や
地
域
社
会
で
の
悩
み

申
し
込
み
〒

7
9
6

八
幡
浜
市
北
一
が
そ
れ
と
な
く
職
場
の
中
で
解
消
さ
れ

浜
一
丁
目
一
番
一
号
八
幡
浜
市
役
所
一
て
い
っ
た
り
、
ま
た
職
場
で
培
わ
れ
た

港
湾
謀
。
宮

0
8
9
4
⑫
3
1
1
1

戸
価
値
観
や
仲
間
意
識
が
、
家
庭
や
地
域

NO.91 

職
場
と
同
和
問
題

⑦一③

家
庭
と
地
域
社
会

社
会
に
広
が
っ
て
い
っ
た
り
す
る
よ
う

努
力
し
た
い
も
の
で
す
。

明
る
い
職
場
に

職
場
の
明
る
い
人
間
関
係
を
つ
く
る

と
と
も
に
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
、

私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考

え
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
職
場
は
一
つ

の
集
団
組
識
で
あ
る
だ
け
に
自
分
が
思

う
よ
う
に
周
囲
は
変
わ
ら
な
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
差
別
の
問
題
は
、
社
会
の

し
く
み
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
が
、
人

び
と
の
意
識
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
の
正
し
い
も
の
の
見
方
、
考

え
方
が
、
周
囲
を
明
る
く
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

差
別
的
な
こ
と
、
不
愉
快
な
こ
と
、

不
合
理
な
こ
と
を
放
置
し
て
い
て
は
、

明
る
い
職
場
も
働
き
が
い
も
生
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
ご
と
を
そ
れ
と
な
く
指
摘
し

て
、
話
し
あ
う
雰
囲
気
を
つ
く
り
だ
し
、

相
互
理
解
、
相
互
信
頼
の
輪
を
広
げ
る

努
力
を
、
ま
ず
自
分
か
ら
始
め
ま
し
ょ

ミ
ノ
。

- 5ー

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
見
直
し
て
、

古
い
誤
っ
た
認
識
を
改
め
、
人
権
尊
重

の
輪
を
広
げ
て
い
く
努
力
が
、
ひ
い
て

は
同
和
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
で
い
き
ま
し

ょ
う
o

(

終
)



昭和引年4月1日

一
一
月
十
四
日
、
市
役
所
二
階
大
ホ
!
大
宅
幸
雄
(
新
谷
)

ル
で
第
九
回
大
洲
市
社
会
福
祉
大
会
、
木
)

昭
和
六
十
年
度
大
洲
市
障
害
者
福
祉
大
厚
生
大
臣
感
謝
状
伝
達

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
(
約
二
百
人

O
共
同
募
金
高
額
寄
付
者

参
加
)
午
前
中
に
は
、
体
験
発
表
(
二
加
戸
弘
-
一
一
(
若
宮
)

宮
美
幸
さ
ん

l
青
年
回
、
沢
山
ミ
ツ
子
社
会
福
祉
施
設
功
労
者
表
彰

さ
ん

l
母
親
ク
ラ
ブ
、
河
野
茂
乗
さ
ん
大
洲
幸
楽
園
岡
本
艶
子

ー
老
人
ク
ラ
ブ
)
や
各
種
表
彰
、
午
後
社
会
福
祉
協
助
者
表
彰

に
は
、
記
念
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ム
口
越
芳
明
(
徳
森
)
松
徳
金
吉
(
新

表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。
谷
)
城
戸
茂
(
菅
田
)

(
敬
称
略
)
社
会
福
祉
協
助
(
団
体
)
者
表
彰

民

生

児

童

委

員

功

労

者

表

彰

鳳

林

寺

花

園

会

(

平

野

)

清
水
安
子
(
大
洲
)
白
石
成
ノ
ア
(
柏
ま
ご
こ
ろ
銀
行
(
多
年
継
続
)
預
託
者

木
)
梶
谷
繁
一
(
西
大
洲
)
丹
羽
感
謝
状
大
洲
市
仏
教
会
大
洲
分
会

ノ
ブ
エ
(
中
村
)
藤
田
ト
モ
子
(
常
菅
田
西
子
供
会
魚
谷
年
子
(
中
村
)

磐
町
)
浜
田
耕
造
(
若
古
)
梅
原
士
口
同
友
睦
(
若
宮
)
谷
淵
ミ
ヤ
コ

義
明
(
田
口
)
二
宮
崇
(
田
口
)
(
長
浜
)

池
田
茂
雄
(
徳
森
)
梅
林
田
成
子
(
北
大
洲
市
身
体
障
害
者
協
議
会
会
長
表
彰

只
)
上
甲
武
一
(
稲
積
)
木
戸
ミ
上
甲
武
一
(
稲
積
)
河
内
義
春
(
蔵

ヤ
子
(
長
谷
)
野
一
戸
千
文
(
菅
田
)
川
)
小
野
友
近
(
菅
田
)

大
野
孝
子
(
菅
出
)
成
沢
富
衛
(
菅
大
洲
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
会
長
表
彰

同
)
山
崎
美
和
子
(
柳
沢
)
山
崎
佐
々
山
和
子
(
中
村
)
石
村
澄
子

誠
一
(
柳
沢
)
徳
出
生
犬
(
出
処
)
(
新
谷
)

。
伊
ゆ
伊
ゆ
旬
。
伊
@
伊
ゆ
伊
窃
伊
柚
伊
己
凶
広
町
え
y
o
ψ
ゆ
伊
ゆ
ψ
ゆ
勿
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
閉
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊

mm砂
炉
。

ωゆ
伊
閉
伊
ゆ
伊
0
0
0ゆ
ゆ
伊
の
ゆ
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
切
。
炉
。

ω沿
白
砂
0
0伊
ゆ
伊
ゆ
伊
沿
ゐ
沿
ゐ
め
白
ぽ
弘
X
弘
X
弘
ぷ
首

も
よ
く
降
る
し
、
雪
が
た
く
さ
ん
積
も
思
い
ま
す
。

る
の
に
は
、
驚
き
ま
し
た
。

V
大
洲
の
人
は
、
穏
や
か
で
上
品
な
感

じ
が
し
ま
す
。
向
学
心
の
あ
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。

V
香
川
で
は
食
べ
た
こ
と
の
な
か
っ
た

と
う
も
ろ
こ
し
を
、
大
洲
の
人
は
よ
く

食
べ
る
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

曹
チ
供
が
二
人
(
信
正
さ
ん

l
十
八
歳
、

勅
枝
さ
ん

l
十
五
歳
)
い
ま
す
が
、
み

ん
な
元
気
で
明
る
く
い
で
く
れ
た
ら
と

新入学

奥

さ

ん

訪

問

No.58 

人
間
が
穏
や
か
で
す
ね

柚
木
一
色
玲
子
さ
ん
弱
含

おおず

V
生
ま
れ
は
、
香
川
県
の
小
豆
島
で
す
。

父
は
転
勤
が
多
く
、
小
、
中
学
校
の
と

み
の

き
は
、
香
川
県
の
三
豊
郡
、
三
野
町
に

い
ま
し
た
。

V
主
人
(
士
口
三
さ
ん
)
と
は
、
父
が
大

洲
に
転
勤
に
な
っ
た
の
が
縁
で
知
り
あ

い
ま
し
た
。

広報

V
大
洲
に
初
め
て
来
た
と
き
は
、
山
ば

っ
か
り
と
い
う
印
象
で
し
た
。
だ
け
ど

肱
川
の
流
れ
が
美
し
く
て
、
伊
予
の
小

京
都
と
い
わ
れ
る
と
お
り
だ
と
思
い
ま

」

9V
二
一
野
は
、
気
候
が
良
く
て
雨
も
あ
ま

り
降
ら
な
い
所
で
し
た
が
、
大
洲
は
雨

梅
岡
邦
嘉
(
恋

新
刊
図
書
案
内

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会今

井
賢
一
一
者

切
支
丹
探
偵
阿
部
真
造
小
畑
進
著

科
学
の
知
恵
心
の
智
慧
広
中
平
祐
著

河
童
が
覗
い
た
イ
ン
ド
妹
尾
河
童
著

真
実
は
生
き
て
い
る
青
山
与
平
著

世
界
関
連
地
図
の
読
み
方
高
野
孟
著

六
法
全
書
昭
和
白
年
版
岩
波
書
庖

差
別
そ
の
根
源
を
問
う
野
間
宏
他
編

考
え
る
高
校
生
の
本

1
1
m

高
校
生
文
化
研
究
会

日
本
の
社
会
と
福
祉
東
京
大
学

異

人

論

小

松

和

彦

著

あ
っ
子
の
日
記
植
木
亜
紀
子
著

山
里
の
オ
デ
ッ
セ
イ
伊
藤
孝
博
著

幻
世
紀
型
稲
作
農
業
竹
本
平
一
著

園

芸

大

百

科

事

典

講

談

社

高
校
演
劇
叢
書
1
・
2

門
土
社

悲
し
す
ぎ
て
笑
う
森
崎
和
江
著

俳
句
つ
れ
づ
れ
草
結
城
昌
治
著

過

越

し

の

祭

米

谷

ふ

み

子

著

不

忠

臣

蔵

井

上

ひ

さ

し

著

男

の

極

楽

山

口

洋

子

著

怒

り

の

子

高

橋

た

か

子

著

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
白
書
平
野
純
著

殺

意

の

風

景

宮

脇

俊

三

著

女
泣
川
も
の
が
た
り
都
筑
道
夫
著

明

け

の

赤

馬

古

井

田

吉

著

さ

さ

や

く

河

藤

沢

周

平

著

幸
せ
の
も
の
さ
し
森
本
毅
郎
著

わ
れ
、
ガ
ン
だ
よ
川
上
宗
薫
著

う
ら
お
も
て
人
生
録
色
川
武
大
著

図

書

館

6 -



おおず広報昭和61年4月1日

h
p
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り

一
一
月
十
五
日
、
肱
北
公
民
館
で
大
洲
・
喜
多
地
区
保
健

栄
養
推
進
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
「
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ

り
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
大
洲
の
郷
土
料
理
な
ど
三
十
八

種
類
が
展
示
、
試
食
さ
れ
、
訪
れ
る
人
約
三
百
人
と
盛
会

で
し
た
。

利ホヨ寺
ズ町、rず.

てド¥

企観光客に良い印象を
観光講座サービス研修会

大洲に来る観光 客 に 良 い 印 象 、 思 い 出

を 持つでもらうため に と サ ー ビ ス 研 修 会

が、 2月24日中央公民館で、聞かれました。

タクシ の 運 転 手、接客業の人などおよ

そ 200人が参加しました。

"""PTA大学(第6回〉
2月18日 、 中 央 公 民 館 に お い て 今 年

度最後の PTA大学が聞かれました。

約 70人の参加者は、三つの分科会に別

れ、子供たちが熱中しているファミコ

ンや個室の問題を熱心に研究しました。

V 八多喜祇園まつり

大洲に春の訪れ を 告 げ る 八 多 喜 の 祇 園

まつりが 2 月 9 日 ~12 日の問、行われま

した。

まだ寒さが厳しい中、参拝者が次々と

訪 れ、境内では、お も ち ゃ や く ま 手 な ど

の露屈もにぎ、わっていました。

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制

課
程
で
は
、
昭
和
六
十
一

年
度
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で

幅
広
い
年
齢
、
職
歴
の
人
達
が
高
校

卒
業
を
目
指
し
、
ま
た
、
生
涯
教
育

の
一
環
と
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
、
わ
問
い
合
わ
せ
は

〒

7
9
0

松
山
市
持
田
町
二
丁

目
二
!
十
二
、
松
山
東
高
等
学
校
通

信
制
課
程
係
ま
で
。

宮

0
8
9
9
⑬
0
1
8
7

生徒募集中
f 

2月末までの
大洲市内の交通事故

松
山
東
高
等
学
校

通

信

制

課

程

一
一
月
十
七
日

1
四
月
十
一
日

2月未現在 昨年同期

件数 2 5 2 0 

負傷者 2 7 2 3 

死者 1 。

- 7 -
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実

施

4
月

1
n

4
悶
け
の
の

H

4
月
刊
日
日

4
月
お
日

4
月
幻
自
(
火
)
昭
組
問
山
年

3
H笠

肱
潟
・
拡
北
地
区
の
み

銀
付
時
間

実
施
場
所

持

参

品

昭和61年 4，918

乳

幼

究

鍵
療
診
断臼

設

当

者

S
C
G接
種

相談ごと案内
いずれも燃料で、?ので、

軽に ご 利 用 く だ さい c

動静

大
洲
市
保
億
七
ン
夕
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

ツ
反

-
B
C
G
接
栂
&
次
の
よ
う
な

おおず広報

4 月 8 日 10日手--15B~学

4月21日

ところ 市 役所 1~総会議室

俳人権相談

と2'i: 4 fヲ21日

ところ

多心配乙:と相談

と さ" 4 q 1日

4月10日

4月25日

ところ 社会橋校協議会事務局

惨家躍児童梧談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲市綴社事務所

歩行政相鍛

と き 4 14 E:l 9 時~12喜多

ところ 市役所 1階会議議

急、がれる時は議紛で相談し

ぐださし冶 G 間《会3794 CF.木)

惨社会保鞍綴談

と き 4月21日 10H寺一-16野JF

ろ 火洲鵡工会議所

担 市松山役会保険事務所

静医 師 ・ 栄 養 士 による健壊様様

2: 4月24日

13日キ討キ

ところ 二五二川'/fli1茶fttセンター

対 象 的 綾 以 上 の人

..1可でも棺談

き 純白の執務時間中

ろ 大学、If隣保館(東大iHi宮
、大川[福紙会長官

(新谷官自0947)

住 民 鵠 設に鰭し、生活 i

土の悩み、人権、交通

機故、その偽何でも

き

利

ω年
Q
V
肉
付
訪
日
ま

(
生
後
総
力
月
4
f
m

件
、
の
人
で
、
ま
だ
一

度
も
う
け
で
い
な
い
人
は
、
う
け
て
く

だ
さ
い
)

料
金

ぞ
の
他

歯
科
組
諜
(
大
洲
保
鍵
所
)

日

内

容

乳
幼
児
幽
科
梧
談

ム聞を

実

問。32
6
5

活
寸

'J
n作

13 3ü~ 

14: nu 

ヨキ

ツ反・ BCG接種目程表
手

k 

新

将1

13日1F…168寺
ク

4 4 4 4 4 
f:j月月月 q
29 27 20 13 6 
日 EJ B 日

智
治
4
5
5
1

次
め
よ
う
に
探
血
率
が
巡
凶
し
ま
す

の
子
、
ご
協
力
を
お
い
し
ま
す
。

実
施
日

4
月
3
日

場

所

日寺

間

平手r"せ

ま
ご
こ

の

つ
g
v

ず

t
f

/

h

k

i

司

お
く
り
も
の

れ
¥
ソ
、

閉
山
担

金
一
討
(
(
夫
、
行
の

大
洲
市
仏
教
会
大
洲
分
会

金
…
封
(
ザ
ナ
ャ
け

J

F

ア

イ

パ

ル

収

本
町
、
ン
ダ
ス
ボ
i

、ソ
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